


























































































の助動詞と呼ばれる[む] [まし] [らむ] [らし]の4つについては、以下のように図示
できる。これが筆者の考える「対茸造式」である。
①|まだ実現していない事柄|→む
② [虚]1 非A l→|表現者が予想、した事J町→まし
[事実] 1 事態A
③|現在日前に見えていない事柄|→らむ
叫 根拠 110 1現在日前に辰吉Z京;事軒→らし
筆者が上記の「文構造式」を作成するにあたり、主としてよりどころとしたのは、江戸
































































(5) - 72 -
非A あらまし出だしたる事















[虚] 1畦竺里巴里えて学校のなかりせば 1 → |勉強などやらざら 1 →まし
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